
参考資料１ 

 

医師法第 16条の８及び第 16条の９ 

 

資料２および資料３に関しては、下記医師法第 16 条の 8 および第 16 条の９

に基づくものである。 

 

 

医師法第 16条の 8 医学医術に関する学術団体その他の厚生労働省令で定め

る団体は、医師の研修に関する計画を定め、又は変更しようとするとき（当該

計画に基づき研修を実施することにより、医療提供体制の確保に重大な影響を

与える場合として厚生労働省令で定める場合に限る。）は、あらかじめ、厚生

労働大臣の意見を聴かなければならない。 

２ 厚生労働大臣は、前項の団体を定める厚生労働省令の制定又は改廃の立案

をしようとするときは、医道審議会の意見を聴かなければならない。 

３ 厚生労働大臣は、第一項の規定により意見を述べるときは、あらかじめ、

関係都道府県知事の意見を聴かなければならない。 

４ 都道府県知事は、前項の規定により意見を述べるときは、あらかじめ、地

域医療対策協議会の意見を聴かなければならない。 

５ 第一項の厚生労働省令で定める団体は、同項の規定により厚生労働大臣の

意見を聴いたときは、同項に規定する医師の研修に関する計画の内容に当該意

見を反映させるよう努めなければならない。 

 

医師法第 16 条の 9 厚生労働大臣は、医師が医療に関する最新の知見及び技

能に関する研修を受ける機会を確保できるようにするため特に必要があると認

めるときは、当該研修を行い、又は行おうとする医学医術に関する学術団体その

他の厚生労働省令で定める団体に対し、当該研修の実施に関し、必要な措置の実

施を要請することができる。 

２ 厚生労働大臣は、前項の厚生労働省令の制定又は改廃の立案をしようとす

るときは、医道審議会の意見を聴かなければならない。 

３ 第一項の厚生労働省令で定める団体は、同項の規定により、厚生労働大臣か

ら研修の実施に関し、必要な措置の実施を要請されたときは、当該要請に応じる

よう努めなければならない。 


